




迷
わ
ず
進
め
る
、環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
支
援
メ
ニ
ュ
ー 

ステップ 活⽤できる⽀援制度・ツール 費⽤・特徴・経営上の実利

【01：知る】
コストの
見える化

「ＥＣＯ検定（環境社会検定試験）」
（東京商⼯会議所）

【費⽤：受験料あり】
環境に関する幅広い知識を⾝につける「⼈づくり」のツール。社員の環境意識を⾼め、
現場発の省エネアイデアや、全社的な環境経営の体制づくりに活⽤できます。

経済産業省「省エネポータル」
（資源エネルギー庁 公式サイト）

【費⽤：無料】
国が提供する省エネ情報の総合ポータル。最新の補助⾦公募スケジュール、 業種別
の具体的な省エネお役⽴ち⼿法、各種⽀援制度の最新情報が集約されています。

「ぐんま脱炭素⽀援サービス」
（群⾺県 官⺠連携基盤）

【費⽤：登録・基本機能無料】
⾃社の情報を登録することで、排出量の算定から削減に向けた最適なソリューション

（省エネ⼿法や事業者マッチング）まで⼀気通貫で網羅する総合ポータルサイトです。

【02：測る】
潜在リスクの
洗い出し

「CO2 チェックシート」
（⽇本商⼯会議所提供）

【費⽤：無料】
毎⽉の明細（電気・燃料）を⼊⼒するだけで、⼿軽に排出量を数値化・データ化。
すべての経営改善のスタートラインになります。

群⾺県「環境 GS 診断員派遣制度」
（または各種省エネ診断）

【費⽤：原則無料】 ※令和８年 7 ⽉１⽇現在、予算枠に達したため、診断は有料
専⾨家が現場を訪問し、空調やコンプレッサーのエネルギー漏れ（ボトルネッ
ク）を特定。費⽤をかけない運⽤改善へつなげます。

群⾺県「群⾺県環境 GS 認定」
（ぐんまスタンダード）

【費⽤：無料】
県の公認資格。取得することで取引先への強⼒な「信頼の証明（営業武器）」
となり、⾦融機関からの融資優遇メリットも受けられます。

「エコアクション 21（EA21）」
（環境省 認証制度）

【費⽤：審査・登録料等あり】
中⼩企業向けの環境経営システム。⼤⼿企業からのサプライチェーン調達要
件（Scope1・2 対策）をクリアし、持続可能な経営体質を構築します。

【03：減らす】
認証獲得と
計画実行

前橋市「設備投資⽀援補助⾦」
（省エネ設備導入枠）

【補助額：最⼤ 100 万円】 ※令和８年度の予算上限に達したため受付終了
空調の⼊れ替えや⼯場の LED 化に最適。※申請にあたっては、ステップ 02
の「省エネ診断」の受診結果が必須となります。

国「省エネ・⾮化⽯転換補助⾦」
（（⼀社） 環境共創イニシアチブ）

【補助率：1/2 〜 1/3 以内】
⼤型の⽣産機械や燃焼型ボイラー等の更新、⼯場全体の省エネ化など、⼤規
模な設備投資の際に⼤きな原資となります。

「GX 関連融資」
（群⾺県振興資⾦）

【メリット：低利融資等】
太陽光発電（⾃家消費型）の設置や省エネ設備を導⼊する事業者向けに、県
や⾦融機関が⽤意している低利な融資制度です。

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
傾
向
や
季
節
毎
の
変
動
パ

タ
ー
ン
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
、全

て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
る
。

  

②
測
る
「
潜
在
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
」 

　

C
O

2

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
数
値
が
見
え
た

ら
、そ
れ
を
基
に
「
群
馬
県
環
境
Ｇ
Ｓ
診
断

員
派
遣
制
度
」等
の
省
エ
ネ
診
断
を
活
用
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
漏
れ
を
洗
い
出
し
。診
断
結
果

を
基
に
改
善
策
を
検
討
し
、取
引
先
へ
の
強

力
な
信
頼
の
証
明
と
な
る
「
群
馬
県
環
境
Ｇ

Ｓ
認
定
」や
環
境
省
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

の
取
得
段
階
へ
と
駒
を
進
め
る
。

  

③
減
ら
す
「
認
証
獲
得
と
計
画
実
行
」

　

設
備
更
新
等
、投
資
へ
踏
み
出
す
段
階
で

は
支
援
策
を
フ
ル
活
用
す
る
の
が
ベ
タ
ー
。

空
調
機
器
の
更
新
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
は
、最
大 

１
０
０
万
円
補
助
の
「
前
橋
市
設
備
投
資

支
援
補
助
金
（
省
エ
ネ
設
備
導
入
枠
）」（
※ 

省
エ
ネ
診
断
の
受
診
が
必
要
）が
最
適
だ
。

ま
た
大
型
の
生
産
機
械
や
ボ
イ
ラ
ー
等
の
更

新
に
は
、
国
の
「
省
エ
ネ
・
非
化
石
転
換
補

助
金
」を
活
用
す
る
。さ
ら
に
国
の
税
制
優

遇
を
組
み
合
わ
せ
る
と
経
費
抑
制
と
な
る
。

公
的
な
認
証
が
あ
る
と
低
利
な
「
Ｇ
Ｘ
関
連

融
資
」も
選
択
肢
と
な
る
等
、強
靭
な
体
質

改
善
に
活
用
可
能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、電
力
契
約
の
見
直
し
（
基
本
料

金
の
適
正
化
や
デ
マ
ン
ド
監
視
等
）を
図
れ

ば
、初
期
費
用
を
か
け
ず
に
電
気
代
を
即
座

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。こ
う
し
た
対
策
は
、

生
産
過
程
で
出
るC

O
2

の
削
減
に
直
結
し
、

環
境
負
荷
の
低
い
製
品
の
生
産
に
つ
な
が

る
。こ
れ
に
適
応
す
る
こ
と
は
他
社
と
の
差

別
化
と
な
り
、価
格
転
嫁
や
高
付
加
価
値
化

へ
の
取
り
組
み
に
転
換
で
き
る
。こ
れ
こ
そ

が
、資
源
リ
ス
ク
を
確
実
な
利
益
に
変
え
る

「
攻
め
の
コ
ス
ト
防
衛
」と
な
る
。

　

実
際
問
題
、環
境
経
営
を
ど
の
よ
う
に
進

め
れ
ば
良
い
か
？
進
め
る
た
め
の
３
つ
の
プ

ロ
セ
ス
を
、支
援
制
度
や
取
組
事
例
を
交
え

て
解
説
す
る
（
下
表
）。

  

①
知
る
「
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
」

　

ま
ず
は
現
状
把
握
。国
や
県
の
省
エ
ネ
関

係
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
、
省
エ
ネ
の
事

例
や
支
援
制
度
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
う
え
で
、電
気
代
や
燃
料
費
の
明
細
を

手
元
に
、日
本
商
工
会
議
所
提
供
の
「C

O
2

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を
活
用
し
よ
う
。
毎
月

の
数
値
を
ウ
ェ
ブ
上
に
入
力
す
る
だ
け
で
、

手
軽
に
自
社
の
排
出
量
が
把
握
で
き
る
。エ

［ ステップ別でみる環境経営への取り組みに活用できる支援制度・ツール一覧 ］ ※各種支援策の詳細は、7ページの図にある
　二次元コードからご覧いただけます。
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実
践
例

：

タ
カ
ミ
ザ
ワ
モ
ー
タ
ー
ズ

（
前
橋
市
総
社
町
）の
事
例

前
橋
商
工
会
議
所
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

経
営
へ
の
第
一
歩
を
応
援
し
ま
す
！

会
員
No
２
４
１
０
０　

交
通
運
輸
部
会

　

自
動
車
整
備
業
を
営
む
同
社
は
、先
代
か

ら
事
業
を
継
い
で
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
、積
極

的
な
投
資
と
業
務
改
善
を
行
っ
た
結
果
、環

境
経
営
の
実
践
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

【
①
知
る
　
き
っ
か
け
は
補
助
金
活
用
】

　

昨
年
、老
朽
化
し
た
作
業
場
の
空
調
機
器

の
更
新
に
あ
た
っ
て
、前
橋
市
の
設
備
投
資

支
援
補
助
金
（
省
エ
ネ
設
備
導
入
枠
）を
活

用
し
た
時
に
、「
省
エ
ネ
診
断
」の
存
在
を
知

り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
見
え
る
化
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
②
測
る
　
省
エ
ネ
診
断
で
現
状
把
握
】

　

専
門
家
に
よ
る
診
断
を
通
し
て
、現
場
の

ど
こ
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
漏
れ
て
い
る
か
、潜

在
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
徹
底
的
に
数
値

化
。こ
の
確
か
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
戦
略

的
に
補
助
金
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。

【
③
減
ら
す
　
設
備
投
資
で
省
エ
ネ
実
現
】

　

空
調
機
器
の
刷
新
で
固
定
費
削
減
に
成

功
し
、「
群
馬
県
環
境
Ｇ
Ｓ
認
定
」も
獲
得
。

以
前
か
ら
の
投
資
も
実
を
結
び
、５
年
前
と

比
べ
、売
上
を
2.3
倍
に
伸
ば
す
一
方
で
、水
道

光
熱
費
の
増
加
率
を
2
倍
以
下
に
抑
制
。今

年
は
ナ
フ
サ
の
供
給
リ
ス
ク
を
見
据
え
、補
助

金
で
塗
装
用
シ
ン
ナ
ー
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

機
材
導
入
を
決
断
。仕
入
れ
と
廃
棄
の
コ
ス

ト
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。今
後
は
作
業
場
の

遮
熱
屋
根
や
電
力
損
失
を
抑
え
る
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
導
入
等
、次
な
る
投
資
を
予
定
す
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
資
源
リ
ス
ク
を
利
益
に

変
え
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
市
内
の

身
近
な
実
践
事
例
を
さ
ら
に
紹
介
す
る
。

　

環
境
経
営
へ
の
着
手
を
促
す
昨
今
の
経
済

情
勢
。こ
れ
ら
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と

は
、地
球
環
境
へ
の
貢
献
に
留
ま
ら
ず
、コ
ス

ト
削
減
や
付
加
価
値
の
創
造
、新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
と
い
う
、企
業
自
身
へ

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
所
で
は
、皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
た
め

の
指
針
と
し
て
「
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
環
境
意
識
を
高

め
る
「
知
る
」か
ら
始
め
、
手
軽
な
「C

O
2

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」で
ム
ダ
を
見
え
る
化
す
る

「
測
る
」フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
と
い
っ
た
具
体
的
な

「
減
ら
す
」実
行
へ
進
む
３
ス
テ
ッ
プ
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。「
何
か
ら
始
め
れ
ば
…
」と
い

う
方
で
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。当
所
で
は
皆

様
を
伴
走
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
お

り
、費
用
を
抑
え
た
省
エ
ネ
か
ら
補
助
金
を

活
用
し
た
最
新
設
備
導
入
ま
で
、個
別
に
最

適
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
自
社
の
未
来
を
創
造

し
、
地
域
と
と
も
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
成
長

を
遂
げ
る
第
一
歩
を
、ぜ
ひ
当
所
の
相
談
窓

口
か
ら
今
こ
そ
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。【本特集に関するお問合せ先】前橋商工会議所経営支援部　Tel.027-234-5115

上：再生前（左）と再生後（右）のシ
ンナー

左：仕入と廃棄のコスト削減のた
めにシンナー再生機を導入した
髙見澤圭吾社長

知る 測る 減らす

前橋商工会議所

環境アクションプランに基づき、環境経営に関する相談から
実践まで、伴走支援します。お気軽にお問い合わせください。

環境アクションプラン

・セミナー
・情報提供
・個別相談
・eco 検定

・CO2チェックシート
・省エネ診断
・エネルギー
　使用量の把握

・設備更新
・省エネ対策
・補助金活用
・公的資格の
　取得支援

3ステップで環境経営の一歩を応援

環境経営で、こんなメリットが !

コスト削減
エネルギーコストや
廃棄物コストを削減

選ばれる企業へ
環境配慮の取組が
信頼獲得と受注増へ

利益率アップ
生産性向上や効率化で

利益向上

持続可能な未来へ
地球環境への貢献と
企業価値の向上

詳細はこちら

07 2026.08



　アルミ等の鋳造を手掛ける当社は、環境経営とい
う大きな構えではなく、日々の改善活動の積み重ね 
として全社で環境対応に取り組んでいます。
　特に注力する「電力デマンドの見える化 」では、時
間帯による設備の稼働調整で負荷を分散させてコ
ストカットにつなげています。社内会議でも議題に
挙げ、使用量増加でパトライトが点灯する仕組みな
ど全員の意識を高めてきました。また、国の補助金
も活用し省エネ設備への更新も進めています。
　近年は夏場の熱中症対策で最大デマンドが増え、
一時は電気料金が前年比プラス25%まで跳ね上が
りましたが、この分散化により直近では前年比マイナ
ス５%まで抑えることに成功しました。
　また、仕様書の電子化によるペーパーレス化や、
製造スクラップ、鋳造用人工砂のリサイクルなど資
源 循 環 に
も 取 り 組
み、持 続
可 能 なも
のづくりを
追求してい
きます。

　近年では、顧客から環境対応について聞かれる
機会が増え、環境への取り組みは取引先との信頼
づくりにもつながっています。
　当社では、多くの燃料を使用する運送業だからこ
そ、効率的な輸送を心がけています。脱炭素への取
り組みも特別な活動ではなく、日々の業務改善や経
営改善の延長線上にあるものと考えています。
　安全教育ではエコドライブの推進を図る他、デジ
タルタコグラフを活用した運行の見える化や評価・
改善を継続しています。また安全運転を実践した
チームの表彰、定期的な車両整備や高速道路の活
用等を通じて、乗務員の疲労軽減や安全性向上、
燃料使用量とCO2排出量の削減にも取り組んでい
ます。
　その結果、乗務員一人ひとりの環境・安全への
意識が高まり、燃費は約10％改善し、事故防止に
も大きな効果が表れており、採用面でも手応えを感
じています。こ
れからも、安全
で高 品 質な輸
送を通じて、お
客 様 から信 頼
される運 送 会
社を目指してま
いります。

　当社は建物やインフラの塗装、メンテナンスを手掛ける老舗企業です。
「塗装によって限りある資源を大切に 」という先代からの考えのもと、早く
から環境経営に取り組んできました。
　大学院で環境学を専攻し、電力会社を経て事業を引き継いで直ぐに、

「環境 GS」や「エコアクション21」の認証を取得。ウェブサイトでの CO2削
減結果の掲載など運用の「見える化 」を推進してきました。さらに省エネ
設備の導入や再生可能エネルギー由来の電力への切り替えを徹底し、約10年間で CO2排出量の約75% 削減
を実現。今後はＥＶ導入やボランタリークレジット※ の活用により、脱炭素化をさらに加速させます。また、塗
装自体が建物の長寿命化や省エネに直結する自負から、水性塗料や遮熱塗装の提案に注力。今後は遮熱塗装
の省エネ分を環境価値化した「ボランタリークレジット 」の創出プロセスを確立し、世界初の『カーボンクレ
ジット付き塗装 』を積極的に展開するなど、地域社会を支える環境経営モデル企業として挑戦を続けます。

電力の見える化で実現する省エネ経営エコなドライブが人と環境、信頼を育てます

塗装の力で地域社会を支える「脱炭素経営 」にチャレンジしています

　前橋橋本合金 ( 株 )　代表取締役社長　橋本 浩伸 氏
　会員No.4058　工業部会

遮熱塗装を生かした新サービスを展開

※民間企業団体等が自主的に発行する温室効果ガスの消滅価値。削減したCO2量をでデータ化し、取引や企業 PRに活用できる。

使用電力をリアルタイムでモニタリング
「この車両に乗りたい」と県外から入社も

環境経営に取り組む市内の事業者

　永井運輸 ( 株 )　取締役　永井 健晴 氏
　会員No.3170　交通運輸部会

　フジサワ( 株 )　代表取締役　藤澤 星 氏
　会員No.3730　建設部会

082026.08
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　「良い商品やサービスなのに知ってもらえない」「新しい取組をもっと発信したい」そんなお悩みありませんか？
前橋商工会議所では、『「伝えたい」から「伝わる」へ』 をテーマに、発信力を磨くことを目的とした『プレスリリー
スで稼ぐ力強化プロジェクト』を開始します。昨年度好評だったプレスリリースセミナーを発展させ、今年度は
内容をさらに充実し、プレスリリースの作成から合同記者発表会までを一貫して支援する 3 ステップの実践型
プログラムを実施します。PR によるブランディング向上、信頼性向上、採用機会・ビジネスチャンスの創出に
つなげましょう！

「伝えたい」から「伝わる」へ
『プレスリリースで稼ぐ力強化プロジェクト』

昨年開催されたプレスリリースセミナーの様子

STEP 1「プレスリリースセミナー」、STEP 2「プレスリリース作成ワークショップ」、STEP 3「プレゼン
セミナー・合同記者発表会」の 3 つのステップをご用意しています。セミナー受講後もステップを踏
んでいただくことで、自社の情報発信力を高めることができます。自社の情報発信をさらに本格化さ
せたい方は、ぜひあわせてご参加ください。（各 STEP を選んでご参加いただくことも可能です）

プロジェクト
Point

プレスリリースセミナー 【参加者募集中！】STEP １

　プレスリリースの基本を学ぶセミナーを開催します。
「プレスリリースとは何か」「メディアに取り上げられる情報とは」
「地元メディアが求める情報や掲載されやすいポイント」などを、
事例を交えながら分かりやすく解説します。広報・PR が初めて
の方でも安心してご参加いただける内容です。

日　時： 8 月 24 日 (月) 14:00 ～ 15:30
会　場：前橋商工会議所 3 階 アイビー
講　師：(株)PR TIMES　高田 直幸 氏
　　　　「前橋新聞 mebuku」   編集長  阿部 和也 氏
参加費：無料
定　員：30 名（定員になり次第締め切ります）
持ち物：当日は名刺をご持参ください。

〈申込はこちら〉
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私
た
ち
は
バ
ー
チ
ャ
ルYouTuber

と
し
て
、「
農
業
」

「
群
馬
県
」「
演
劇
」を
テ
ー
マ
に
活
動
し
、
自
ら
育
て
た

お
米
の
販
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
自
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
効
果
的
に
情
報
を
届
け
る
た
め
に
は
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
が
重
要
だ
と
思
い
、
基
本
を
学
ぶ
た
め
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の

目
に
留
ま
り
や
す
い
情
報
の
ま
と
め
方
や
発
信
の
コ
ツ

を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
受
講
後
は
実
際

にPR TIM
ES

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス
に

4
回
掲
載
さ
れ
る
な
ど
成
果
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
全
国
メ
デ
ィ
ア
に
効

率
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、地
元
メ

デ
ィ
ア
の
方
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ピーキーハイカーズ

情報メディア部会 No.93580

● e-mail　info@peaky-hikers.com

● U R L　https://www.youtube.com/@
　　　　　　　Peaky_Hikers

Peaky Hikers

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
広
が
っ
た

情
報
発
信
の
可
能
性

活

例

用

事

【お問合せ先】 前橋商工会議所 産業政策部 Tel. 027-234-5100

プレスリリース作成ワークショップ 10 月19 日（月） （参加費無料・定員 8 社程度）STEP ２

プレゼンセミナー11月16 日（月）・合同記者発表会 11月 27 日（金） （参加費無料・定員 8 社程度）STEP ３

　自社の商品・サービスをもとに、グループワーク形式により
他社の取組や意見も参考に実際のプレスリリース原稿を完成さ
せます。ワークショップ後もそれぞれの原稿を講師が個別にア
ドバイスします。

　プレゼンセミナーでは、合同記者発表会で効果的に自社の
魅力を発信できるよう、プレゼンテーションの手法や伝え方を
学びます。
　プレゼンセミナーを経て 、合同記者発表会では実際のメディ
ア関係者を前に自社をアピールし、個別取材やメディアとの関
係構築の機会を創出します。ぜひ、ご参加ください。

自社のプレスリリースを
実際に作成・ブラッシュアップ

メディアへ直接発信し
掲載や販路拡大につなげます

PeakyHikers（ピーキーハイカーズ）…メイローとアルピナによる群馬発の夫
婦 VTuber ユニット。群馬県内の観光地や温泉地、農業などの地域の魅力を
発信。2025 年には自らが生産したお米（ピキハイ米）6.3トンを 1 週間で販売。
現在は、伊香保温泉街とのコラボイベントを 8 月 31日（月）まで実施中。 〈詳細はこちら〉
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　前橋商工会議所内に、海外展開を支援する「ジェトロ群馬・海外展開サポート窓口まえばし」が
6月 22日に開設されました。ジェトロが全国で進める取り組みの一環として設置された本窓口で
は、海外ビジネスに関するさまざまな相談に専門家が対応します。「何から始めればよいか分から
ない」といった段階からでも気軽に相談できる拠点として、地域企業の新たな挑戦を支えます。

　
前
橋
商
工
会
議
所
内
に
新
た
に
開
設
さ

れ
た
「
ジ
ェ
ト
ロ
群
馬
・
海
外
展
開
サ
ポ
ー

ト
窓
口
ま
え
ば
し
」は
、前
橋
を
は
じ
め
県

東
毛
地
域
等
の
企
業
の
海
外
展
開
を
後
押

し
す
る
新
た
な
拠
点
で
す
。ジ
ェ
ト
ロ
が
全

国
で
整
備
を
進
め
て
い
る
「
海
外
サ
ポ
ー

ト
専
門
員
（
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ェ
ル
パ
）」

の
配
置
に
よ
り
、身
近
な
場
所
で
ジ
ェ
ト
ロ

の
専
門
的
な
支
援
に
＂つ
な
ぐ
＂環
境
が

整
い
ま
し
た
。

　
本
窓
口
に
は
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し

た
専
門
員
が
常
駐
し
、
企
業
の
状
況
に
寄

り
添
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

は
、
日
本
と
世
界
の
経
済
を
つ

な
ぐ
国
の
機
関
（
独
立
行
政

法
人
）で
す
。
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

の
支
援
や
貿
易
・
投
資
の
促

進
を
通
じ
て
、
日
本
企
業
の
成

長
や
地
域
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
海
外
市
場
の

情
報
提
供
や
輸
出
に
関
す
る

相
談
対
応
、
海
外
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
企
業
の

「
海
外
に
挑
戦
し
た
い
」と
い
う
思
い
を

実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
幅
広
く

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
外
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
世
界
各
地
の
最
新
の
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
も
特
長

で
す
。

　
本
窓
口
で
は
、
輸
出
の
手
続
き
や
各
国

の
規
制
、海
外
で
の
販
路
開
拓
、人
材
活
用

な
ど
、幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
相
談
が
可

能
で
す
。

　「
海
外
か
ら
英
語
の
問
い
合
わ
せ
が
来

た
が
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
」「
海
外

に
商
品
を
売
り
た
い
が
進
め
方
が
分
か
ら

な
い
」と
い
っ
た
初
歩
的
な
内
容
で
も
、

前橋商工会議所に新たな海外支援拠点が誕生 
ジェトロ群馬・海外展開
サポート窓口まえばし開設！

前
橋
に
＂海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の

相
談
窓
口
＂
が
で
き
ま
し
た

ジ
ェ
ト
ロ
っ
て
ど
ん
な
機
関
？

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の「
困
っ
た
」に

専
門
家
が
対
応
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TOPICSTOPICS
専
門
員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
相
談
は

来
所
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
企
業
訪
問

に
も
対
応
し
て
お
り
、
事
業
者
の
状
況
に

応
じ
て
柔
軟
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ェ
ル
パ
は
、
企
業

の
状
況
に
応
じ
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
や
関
係
機

関
へ
＂つ
な
ぐ
＂窓
口
で
す
。

　
海
外
展
開
を
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
企
業

に
は
課
題
整
理
や
方
向
性
の
検
討
を
、す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
は
販
路
開

拓
や
事
業
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
う
な

ど
、段
階
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し

ま
す
。ま
た
、ジ
ェ
ト
ロ
の
国
内
外
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、企
業
の
挑
戦
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
海
外
市
場
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
身

近
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
存
在
は
、
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
安
心
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
本
窓
口
の
活
用
を
通
じ
、地
域
企
業
が

新
た
な
市
場
に
挑
戦
し
、ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

前橋をはじめ太田・桐生など県東部まで広く支援し、
地域企業・団体の皆さまとジェトロを “ つなぐ ” ハブ

となることが最大の目的です。前橋には温かな地域性
と確かな技術力が息づき、地域の皆さまには世界で評価さ

れ得る大きなポテンシャルがあります。海外展開は特別な挑戦ではな
く、適切な情報と伴走があれば必ず道は開けます。会報「糸都」の名
のとおり、地域の力を紡ぎ未来へ伸ばす一歩を、ぜひシェルパと共に
踏み出していただきたいと思います。ジェトロ群馬は皆さまの挑戦を
力強く支えてまいります。

ジェトロ群馬貿易情報センター　所長 高橋　由篤 氏 
海外展開サポート窓口開設にあたって 

・海外からの問い合わせメールへの
　対応
・輸出に必要な手続きや規制の確認
・海外市場の情報収集や販路開拓
・高度外国人材の活用に関する相談

「具体的に決まっていない段階」でも
相談可能です。まずは気軽に問い合
わせてみることが第一歩です。 

　輸出には事前の準備
やポイントの理解が欠
かせませんが、適切な
ステップを踏めば実現
可能です。地域の皆さ
まの海外展開を、実践
的な視点で丁寧にサ
ポートします。どんな小さな疑問でも、お気軽にご
相談ください。

ジェトロ群馬・海外展開サポート窓口まえばし
海外展開サポート専門員（海外ビジネス・シェルパ）
宮 下　勉 さん

企
業
の
段
階
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
案
内

地
域
企
業
の
新
た
な
挑
戦
を

支
え
る
拠
点
へ

窓口開設を記念し、式典および記念セミナーの開
催も予定されています。
日時：2026 年 9 月 2 日（水）
　　　10:00 ～ 12:00
会場：前橋商工会議所会館 会議室（予定）
内容：開所記念式典、記念セミナー

開所記念式典・記念セミナーのご案内 

【相談窓口の問い合わせ先】
Tel : 050-5471-8316
E-mail / Tsutomu_Miyashita@jetro.go.jp
担当 : 宮下　勉
時間 : 平日 8:30 ～ 12:00/13:00 ～ 17:15
場所 : 群馬県前橋市日吉町 1-8-1( 前橋商工会議所内 )

13 2026.08

https://www.fmgunma.com

ＦＭ ＧＵＮＭＡアナウンスセミナー

月 2 回、6 か月で身につけるビジネスコミュ
ニケーション・スキル。
毎週通うのは…、平日はどうしても仕事が…、
専門性も大事だけれどまずは入り口から学び
たい…という方々におすすめです。

児童文学から純文学まで様々なジャンルの文学
作品を対象に、月 2 回 全 6 回完結でひとつの
作品に取り組みます。
様々な作家の表現力豊かな文章を、声に出して
読んでみましょう。

朗読講座

第2・第4土曜 16：00～17：30 第2・第4土曜 10：30～12：00

ビズコミュ・マスター講座

027-230-1915



専
門
家
の
引
き
出
し

鈴
木
貫
太
郎
を
知
ろ
う

連 載 企 画

第
９
回

教
育
者
と
し
て
の
鈴
木
貫
太
郎

執筆者

笹
ささがわ

川　知
と も き

樹

野田市市政推
進室学芸員。
1990年愛知県
名古屋市で生まれ、千葉県千葉
市で育つ。
2016年立正大学大学院文学研
究科史学専攻修士課程を修了。
同大学の大学史編纂室やキッ
コーマン国際食文化研究セン
ターを経て、2017年10月に野
田市入庁。教育委員会へ出向と
なり、文化財係に配属され、鈴
木貫太郎記念館のほか、文化財
の指定や民俗芸能なども担当。
2023年4月より、現在に至る。

戦
を
経
験
し
、日
露
で
は
特
筆
す
る
功
績
を

挙
げ
た
貫
太
郎
は
、生
け
る
教
材
で
も
あ
っ

た
。ま
た
、
貫
太
郎
の
真
面
目
な
人
と
な
り

は
、教
員
と
し
て
の
特
性
を
兼
て
い
る
と
判

断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
貫
太
郎
の
教

育
職
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
特
筆
す
る
内
容

も
あ
る
が
、本
稿
で
練
習
艦
隊
艦
長
時
代
を

紹
介
し
た
い
。

　

鈴
木
貫
太
郎
に
と
っ
て
練
習
艦
隊
は
、自

身
が
海
軍
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
で
あ
り
、

艦
長
や
司
令
官
を
勤
め
る
な
ど
い
さ
さ
か
因

縁
の
深
い
部
隊
で
あ
る
。

　

練
習
艦
隊
と
は
、海
軍
兵
学
校
を
卒
業
し

た
少
尉
候
補
生
が
乗
船
し
、遠
洋
航
海
で
艦

上
業
務
な
ど
の
実
習
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
諸
外
国
を
巡
る
こ
と
か
ら
、練

習
艦
隊
の
司
令
官
に
は
、時
に
外
交
官
と
し

て
の
役
割
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

貫
太
郎
が
「
宗
谷
」艦
長
を
務
め
た
の
は

明
治
42
年
11
月
１
日
か
ら
。艦
隊
の
司
令
官

は
、日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
に
お
い
て
連

合
艦
隊
の
旗
艦
「
三
笠
」で
艦
長
を
務
め
た

伊
地
知
彦
次
郎
で
あ
る
。
練
習
艦
隊
は
、練

習
艦
「
阿
蘇
」と
「
宗
谷
」の
２
艦
で
構
成

さ
れ
、「
阿
蘇
」艦
長
は
日
露
戦
争
で
第
２

艦
隊
先
任
参
謀
を
務
め
た
佐
藤
鐵
太
郎
で

あ
っ
た
。な
お
、
佐
藤
は
貫
太
郎
の
兵
学
校

の
同
級
生
で
、後
に
貫
太
郎
夫
人
と
な
る
タ

カ
の
義
弟
に
あ
た
る
。

　

い
ず
れ
も
、日
本
海
海
戦
に
参
加
し
た
実

戦
経
験
豊
富
な
人
物
が
配
さ
れ
た
。艦
長
以

下
練
習
艦
に
は
、大
尉
以
下
が
指
導
官
と
し

　

鈴
木
貫
太
郎
は
海
軍
に
お
い
て
、大
将
ま

で
昇
進
し
、連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
軍
令
部

長
を
歴
任
、実
務
面
で
は
最
高
位
ま
で
昇
っ

た
人
物
と
言

え
る
。貫
太
郎

の
海
軍
で
の

経
歴
を
見
る

と
、教
育
に
関

係
す
る
職
を

歴
任
し
て
い

る
こ
と
が
分

か
る
。

　

海
軍
で
は
、

人
材
教
育
に

重
き
を
置
い

て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
日

清
・
日
露
と

最
前
線
で
実

海
軍
で
の
教
育
職

練
習
艦
隊
と
鈴
木
貫
太
郎

鈴木貫太郎（海軍時代明治40年頃）

142026.08

社会保険労務士法人

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】



覧
願
い
た

い
」と
司
令

官
に
返
答

し
た
。こ
の

直
後
、
貫

太
郎
は「
宗

谷
」の
少
尉

候
補
生
を

集
め
て
伊

地
知
司
令

官
と
の
や

り
取
り
を
述
べ
た
上
で
、「
宗
谷
」で
の
教
育

の
成
果
は
候
補
生
達
の
今
後
の
活
躍
で
証

明
さ
れ
る
か
ら
、一
生
懸
命
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
涙
混
じ
り
で
激
励
し
た
。も
っ
と
も
、「
宗

谷
」全
員
が
成
績
が
悪
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、37
期
生
ト
ッ
プ
の
井
上
成
美
は「
宗
谷
」

に
乗
艦
し
て
お
り
、他
に
は
最
後
の
連
合
艦

隊
司
令
長
官
と
な
る
小
沢
治
三
郎
も
い
る
。

ベ
ッ
キ
組
か
ら
も
、
潜
水
艦
の
権
威
で
あ
る

樋
口
修
一
郎
な
ど
、
計
31
名
が
将
官
と
し
て

輩
出
さ
れ
、貫
太
郎
の
教
育
の
成
果
は
時
間

を
掛
け
て
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

奉
公
十
則
は
、
鈴
木
貫
太
郎
が
「
宗
谷
」

で
掲
げ
た
訓
示
で
あ
り
、
自
伝
に
は
、
貫
太

郎
座
右
の
銘
と
も
書
か
れ
て
お
り
、貫
太
郎

の
行
動
原
理
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
る
。

以
下
全
文
を
あ
げ
た
い
。

て
乗
艦
し
候
補
生
の
指
導
に
あ
た
る
が
、貫

太
郎
艦
長
の
「
宗
谷
」に
は
、
高
野(

の
ち

山
本)
五
十
六
や
古
賀
峯
一
と
い
っ
た
後
の

連
合
艦
隊
司
令
長
官
経
験
者
が
若
き
士
官

と
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

明
治
42
年
11
月
19
日
に
海
軍
兵
学
校
を

卒
業
し
た
37
期
生
が
、「
阿
蘇
」と
「
宗
谷
」

に
分
か
れ
、貫
太
郎
の
「
宗
谷
」に
は
、候
補

生
89
名
が
乗
艦
し
て
い
る
。群
馬
県
出
身
者

と
し
て
は
、
後
に
駆
逐
艦
「
夕
凪
」な
ど
で

艦
長
を
務
め
る
佐
藤
立
一
の
名
前
を
確
認
で

き
る
。

　

そ
し
て
、「
宗
谷
」乗
艦
の
候
補
生
に
は
、

素
行
不
良
の
通
称
「
ベ
ッ
キ
組
」が
い
た
。

彼
ら
は
厳
し
く
接
す
る
指
導
官
に
反
発
し
、

口
論
や
奇
抜
な
髪
型
を
す
る
な
ど
抵
抗
し

て
い
た
が
、貫
太
郎
艦
長
の
温
厚
柔
和
な
人

格
を
慕
っ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

貫
太
郎
艦
長
は
「
宗
谷
」乗
艦
の
候
補
生

に
、
自
身
の
経
験
を
も
と
に
作
成
し
た
「
奉

公
十
則
」を
訓
示
し
、規
律
の
厳
守
と
実
践

を
重
視
し
た
指
導
を
実
施
し
た
。実
際
、「
宗

谷
」の
候
補
生
の
多
く
は
実
務
以
外
の
試
験

成
績
が
悪
く
、貫
太
郎
は
伊
地
知
司
令
官
か

ら
注
意
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
貫
太
郎
は
、「
宗
谷
」で
の

教
育
は
「
半
年
や
１
年
の
ペ
ー
パ
ー
上
で
軽

率
に
判
断
は
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
、ど
う

か
良
い
悪
い
は
、
十
年
、二
十
年
の
後
に
ご

奉
公
十
則 

一
、窮
達
を
以
て
節
を
更
ふ
可
か
ら
ず

一
、常
に
徳
を
修
め
智
を
磨
き
日
常
の
こ
と

　

を
学
問
と
心
得
よ

一
、公
正
無
私
を
旨
と
し
名
利
の
心
を
脱
却

　

す
べ
し

一
、共
同
和
諧
を
旨
と
し
常
に
愛
敬
の
念
を

　

有
す
べ
し

一
、言
語
一
致
を
旨
と
し
議
論
よ
り
実
践
を

　

先
と
す
べ
し

一
、常
に
身
体
を
健
全
に
保
つ
事
に
注
意
す

　

べ
し

一
、法
令
を
明
知
し
誠
実
に
之
を
守
る
べ
し
。

　

自
己
の
職
分
は
厳
に
之
を
守
り
他
人
の

　

職
分
は
之
を
尊
重
す
べ
し

一
、自
己
の
力
を
知
れ
驕
慢
な
る
べ
か
ら
ず

一
、易
き
事
は
人
に
譲
り
難
き
事
は
自
ら
之

　

に
当
た
る
べ
し

一
、常
に
心
を
静
謐
に
保
ち
危
急
に
臨
み
て

　

尚
ほ
沈
着
な
る
態
度
を
維
持
す
る
に
注

　

意
す
べ
し

練習艦隊「宗谷」絵はがき

奉公十則

鈴木貫太郎記念館出張展示「貫太郎導く！～海軍、終戦、そして故郷～」
会期：令和８年８月１３日（木 ）正午～１８日（火 ）正午
場所：野田市役所１階ふれいあいギャラリー（千葉県野田市鶴奉７－１）
　　　会場で学芸員（筆者 ）によるギャラリートークを実施します。　８月１５日（土 ）、１６日（日）  各１０時、１３時から１時間程度。 企画展 HP

15 2026.08

がん診断共済金

50万円
(4口加入の場合　200万円 )

がん診断共済金で治療の選択肢を広げ、
高額出費への不安を解消。

がん治療 (手術・放射線治療・抗がん剤治療 )

月額14万円を最大60回保障
(4口加入の場合　月額56万円 )

治療月保障やホルモン剤治療共済金で
治療の長期化に対する不安に備える。

（前橋支店）☎ 254ー2755

Ⅰ型
1口

1,500円

Ⅱ型
1口

2,000円

好評
販売中



162026.08

HOME ALSOK みまもりサポート 離れてお住いのご両親に安心を

緊急時のかけつけ

ボタンを押したときにかけつけます

ライフリズム監視

一定時間センサー反応がないとかけつけます

日常の健康相談

相談ボタンを押すと健康相談を受けられます

契約形態 月額料金 工事費 機器費

お買上げ 2,200 円 18,645 円 72,820 円

レンタル 3,432 円 18,645 円 -
ゼロスタート 3,751 円 - -

《料金表》 （税込）

※センサー数の増減により金額の変動がございます

ALSOK 群馬株式会社営業部
〒371-0854 前橋市大渡町 2-1-5
TEL027-252-5454
FAX027-251-8388



17 2026.08

酷暑に備える、新しい暑熱対策「アイススラリー冷蔵庫」

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田

氷よりも飲みやすく、冷たい飲料よりも体を冷やせる

※外形寸法（幅×奥行×高さ）　495×598×770mm

アイススラリーとは、微細な氷と液体が混合した流動性のある氷

< 特長 >

体を中から冷やす“アイススラリー”

ペットボトル飲料
500mLを最大40本
280mLを最大55本収容

『すぐに飲める､水分補給もできる』
→取り出してすぐに飲用可能
『飲料を入れるだけのカンタン管理』
→15時間入れておくだけ。 
『様々な種類の飲料で作ることができる』
→スポーツドリンク以外の市販飲料でも可能

〒371-0022 前橋市千代田町3-3-4　TEL 027(231)3366(代)　https://j-hanabi.jp/

花火製造★打上花火★猟銃★産業火薬 有限会社  蟻川銃砲火薬店

花火師のかける一瞬の想い

認知度アップ！で

新規開店に限らずWEB・SNSを活用した広告プランもございます！お気軽にお問い合わせください！

新規開店の
ご連絡はこちら▲ ▲ ▲ ▲

 新規開店をお知らせしませんか?

集客人数アップ！


